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第 247 回産業セミナー

園芸のある暮らしと花博の始まり

小　川　明　子
エキシビションとツーリズム研究班　委嘱研究員

名古屋大学　大学院情報学研究科　准教授

　本講演では、現代のガーデン・ツーリズムにおいて最も人気の高いチェルシー・フラワー・

ショーの誕生に焦点を当てて英国の庭園・園芸史を振り返り、19 世紀の博覧会や消費社会との

関わりについて報告した。

　はじめに英国の庭園・英国史を概観した。修道院や領主の城郭における中庭など、壁に囲ま

れた空間として発展した庭は、ルネサンス期には都市文化と視覚芸術の発展により、壁が取り

払われ、建築と風景をつなぐ庭園へと変化した。驚きや動きを生み出す噴水、権力を象徴する

彫刻の数々、紋章や動物の形に刈り込まれた木々、そして左右対称で規則性を有し、遠くまで

見渡せるよう設計された庭園は、当時の貴族の権力を象徴する空間でもあった。英国では 1520

年代にヘンリー 8 世によるハンプトンコートの整備によってこの様式が導入されたと言われる。

しかし大邸宅に付属するこうしたヨーロッパ整形庭園にたいし、18 世紀になると、大規模な土

地改良を施した、英国式風景庭園が人気を呼ぶ。当時上流階級の子弟はヨーロッパのグランド

ツアーに出かけ、そこで風景画を買い求めたが、そこにあるような風景を庭園に再現して楽し

むことが人気を博した。そこには、政治権力を露骨に誇示したヨーロッパ整形庭園への違和感

とともに、その風景画に描かれた風景を作り出して楽しむというピクチュアレスクの要素も含

まれていた。

　そしてその風景を再現する上で不可欠であったのが、植生が決して豊かではない英国に、プ

ラントハンターによって世界各地からもたらされたおびただしい数の植物であった。19 世紀中

期のヴィクトリア朝時代は、カラフルな熱帯の花などを用いたガーデネスク様式の幾何学花壇

が、当時真新しい空間だった公園や駅などに導入され、多くの人の目に触れるようになった一

方、都市人口が増え、大気汚染や水質汚染が問題となって新興中流階級が郊外の住宅へと移転

した時期でもあった。彼らはヴィラと呼ばれた郊外住宅で、園芸雑誌などを参考に、自ら庭仕

事を楽しみ始めたのである。また労働者階級にも、生活改善の運動の一環として園芸が推奨さ

れ、窓際で楽しむガラスケース栽培や鉢植えが普及・流行したことで、身近に植物栽培を楽し

む文化があった。つまり、園芸は英国において、上流階級から労働者階級までが共通して楽し
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む合理的娯楽として、階層を縦断する趣味となった。

　続いて、博覧会と園芸との関わりについて論じた。1851 年のロンドン万博、1866 年のロンド

ン国際園芸博など、19 世紀半ばからは博覧会が人気となり、園芸もその影響を少なからず受け

るようになる。優れた花や果物を展示するだけでなく、博覧会というセッティングにおいて、

「どのように見せるか」というディスプレイに関心が集まるようになる。1804 年に成立した英

国王立園芸協会もこうした流れに乗って、多様なフラワーショーやイベントを考案し、徐々に

イベントとしてのフラワーショーをどう経済的に成功させるのかに関心を向け、一喜一憂する

ようになっていく。

　一方で、世界から植物がもたらされ、エキゾチック庭園が英国で身近なものになるにつれ、

英国の庭とはどうあるべきかが、園芸雑誌や書籍で論じられるようになった。もっとも大きな

影響を与えたとされるW.ロビンソンは、英国の気候に合う海外の樹木や宿根草、球根を植栽し

て、草葉や花の色合いや質感とともに多種を立体的に組み合わせ、自然に見えるように植栽す

る、手入れの少ない庭を提案した。その後、彼の「野趣」を重視する考え方がG.ジーキルらの

色彩を重視した庭の実践によって可視化されていき、現代、われわれがイメージするような「イ

ングリッシュ・ガーデン」が考案され定着していくことになる。つまり、急速な工業化や都市

化の中での田園回帰や、帝国主義的イデオロギーに対しての英国らしさの追求が、英国の田園

風景やコテージ・ガーデンをイメージさせる様式として提起され、新しい中流階級が有する空

間を舞台に現出したと言える。

　最後に、英国の庭がほぼ完成した 20 世紀初頭に第一回が始まった（1913）チェルシー・フ

ラワーショーがどのようなものだったかを論じた。結論から言えば現在とほとんど変わらない

原型がここで示されている。当時の新聞には、園芸という趣味があらゆる階級にとって共通の

話題になっていること、そしてそのアーティスティックなディスプレイへの賞賛が記録されて

いる。マルキーと呼ばれる大規模テントの下に美しくディスプレイされた最高の花々や果物、

そしてその外には、1 週間に満たない会期が終わると全て壊され、撤去される運命にある見事

なロック・ガーデンや日本庭園、ヨーロッパ庭園など、モデルガーデンがかなり本格的に作ら

れた。モデルガーデンで表現されたのは、野趣に富んだアルプス「らしさ」であり、遠い異国

の日本「らしさ」であって、模倣とは異なるシミュラークル的性質のものであった。訪れた客

はその空間スペクタクルを楽しみ、帰りがけには、オーナメントや害虫対策の薬品などを購入

し、帰ってから自分の庭を装飾する。博覧会を楽しむ文化の延長として生まれたチェルシー・

フラワーショーは、都市文化を享受する人々によって広く楽しまれ、そしてそこでの経験が園

芸雑誌や書籍の情報とともに自らの庭に生かされる。そしてそこにもまたシミュラークルとし

ての庭が現出することになる。

　時間の制約もあり、十分に説明することができなかったが、詳細は研究双書、「チェルシー・

フラワーショーの誕生：19 世紀英国における庭とエキシビション」を参照いただきたい。
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園芸のある暮らしと花博の始まり

関西大学経済政治研究所エキシビションとツーリズム研究班
2021.9.15＠関西大学梅田キャンパス

名古屋大学大学院情報学研究科
畿川明子

a-ogawa@i.nagoya-u.ac.jp 

発表の流れ

1英国における庭園・園芸史
2博覧会と園芸
チェルシー・フラワー ・ショーの誕生
3．英国における庭と園芸の歴史（まとめ）

庭 ・・・ 建築物以外の敷地，とりわけ植物が植えられていたり，
余暇を楽しんだりする空間

店菌 ・・・ 庭の中でも権力者や有名人が人を招いたり見せたり
することを目的に構築した比較的規模の大きな庭
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英国の植生

✓ 氷河期の影響で
植生が貧弱

ー常緑樹3種のみ
ー在来植物の数

日本2.2英国 1

（面積1.5)
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中世
西洋における庭

メデイテ庭園（ヴィラブラトリーノのメディチllllllllのジュストウテンスが
溢いたリュネット (1$蛉IGI`toUt•m パブ＇）ック・ドメイン）

✓ 都市文化の発展と視覚芸術
✓ 建築と風景をつなぐ「庭」 への着目
一左右対称．規則性，秩序

一驚きを生み出す噴水，権力を象徴
する彫刻刈り込まれた木々

✓ エデンの園とアルカディア
庭園＝楽園，天国

✓ 壁に囲まれた空間
ー修道院（瞑想と食料）と城の中庭
➔ 官能空間としてのイメージ

l“ascrana由(1530)

ウェブ・ギャラリー・オヴ・アート葦

ヨーロッパ
ルネサンス整形庭薗
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ハンプトンコート

✓ 1520年代整形庭園の影響
✓国王ヘンリー 8世の大改造
一日時計，王朝の紋章， ト

ピアリー

✓ 政治的空間としての庭

ビクチュアレスク様式 (18世紀英国式風景庭園）

National Trust 

https:!/www.nationa lt rust.org.uk/features/what•is-the-picturesque• 

T•rrvH99⇔n 鰈影 (CC-BY•NC-SA2.0)

風景の中に不規

則な要素を取り
入れ、小道を進

むことで風景が

変わる

↑↓ 

1点からの眺め
を重視し，管理

を基礎とする大
陸的整形庭園
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16-17世紀における
「庭」と「自然」をめぐる思想と文学

✓ J．ミルトン 『失楽園 (1667)』
✓ w．テンプル『エピクロスの庭について
(1685)』 「シャラワジ」
✓ 」．アディソン「人工に似ている自然」
(1712) 

✓A．ポープ「ゲニウス・ロキに聞け」

基本的にはヨーロッパ整形庭園を承認しつ

つも 「管理された自然 ・風景」 に美を見
出す庭園観

，
 

"""""'"'"""』,ra,49日（平'“

✓ ケイパビリティ・ブラウン(1715?-
1783)の大規模風景改造

C.ロラソ(1680)「ヘリコンIUのアポロとミューズ」
ポストソ笈術館誠

✓ 上流階級子弟のグランドツアー
✓ 大陸風景画人気

✓ 廃墟などを 「作り出す」

➔ 英国の原初的「風景」 ではない
➔ 自己顕示的消費としての庭園改造

（遠山，2002)

w．ケ；；トが手がけたス トウ庭園。
絵両の中の迂造杓や廃墟などを

内現することも人気を呼んだ．

{by Martin Pettit, CC By2.0) 
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ピクチュアレスク様式

プラントハンターの時代
(17-19c} 

植物帝国主義 （川島2020:17)
植物の特徴

「大地から離れることができず、生育する環境を選
ぷ」 「同種の環埃であれば、地球上の遠く離れた地域
にも移動しうる」

ゆえに「植物資源を安定して獲得するために、国家が
おもてにたち、植物を支配・独占し、さらに植物が生

長するのに必要な時間・土地を支配・笞理し、植物の
環壊に働きかける労働力を支配・管理する試み

ロマン派詩人によ

る湖水地方評価
↑↓ 

観光客の増加

・食用植物，薬草，香料，観賞用植物／

樹木の世界的採集と導入

➔ 上流層向け好事的コレクションと
国家の経済的要請（野間， 2014)

・キュー植物園を中心に大英帝国の宮

を投資した知的・物的ネットワークの

形成を目指した壮大な国家事業

➔ 帝国主義的ネットワークとの連

動・中継基地としての植民地植物園
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ガーデネスク様式

✓ 19cヴィクトリア朝
✓ カラフルな熱帯の花を用
いた幾何学花壇

✓ エキゾチックな装飾や建
築

園芸という「合理的娯楽」
1.中流階級のヴィラ

✓ 都市人口の増加とスラム，公害

✓ 中流階級の郊外住宅 ヴィラ

＝スケールダウンした貴族の庭園付郊外住宅

「農村地主の生活形式を模倣することで都市的な環境から空間

的にも心理的にも距離を置いたアルカディア（川島，1999)

✓ 自ら手入れのできる庭

＝「適度な身体の運動と、植物にかんする知的な興味とを結びつけること

が可能な合理的な娯楽（川島，1999、p.56)」
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園芸という「合理的娯楽」
2．労働者階級のテラストハウス

✓ 都市人口の増加とスラム，公害

✓ テラストハウス＝低層住宅＝前庭

hn了km
I囁J匹di•より転載 ＝ 下位にある階級が、 （園芸という）同じ関心を共有

生活態度を改良し、家庭の価値，人格改善する可能性

（川島1999)

都市生活の改善と園芸

✓ 鉢植えとウィンドウガーデン
✓ ウォーディアンケース
✓ 労働者の生活改善と植物
✓ アーツアンドクラフツ運動と
の関わり

“up●d場より転駐
パブリック・ドメイン
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M直函J.，応 transemfmm如釦nd9叩 叩 叫 1851)

保全運歎で残されたニレの木が見える。 W191匹dlaより転磁

1851年
第1回
ロンドン万国博覧会

✓ 水晶宮（温室技術）
-J.パクストン (1803-1865)

・公園の設計
✓ 跡地利用としての園芸協会
(1804-）常設庭園
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1873年

英国曰芸協会リンドレイ1ll1書館所臓
1螂年国際図芸博とされるマルキー

ウィーン万国博覧会

✓ 日本庭固（神社）
✓ シーボルトらによる選
定演出
✓ 終了後，英国に移築

1866年
ロンドン国際園芸博

✓新しい品種発表と同時に，
「ディスプレイ」への着目

✓マルキー（帆船技術を応用）
を用いたスペクタクル演出

呆の 1llf;,, Jdil: * 11會梵憎枷澳
博贄食倶峯鶴編『濤外慣覧食＊一問史料』ll<J28J
111.IIIII食図書鱚
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G”如 "“CFl心II..“‘

'““らK;f汰蹂気；．翼いなュ・9し●●●幻C_””SO●●●,...........,．

日英鴻覧会絵薫書

（筆者國人薫）

1910年
日英博覧会

✓本格的日本庭園への注目
ー キュー植物園に一部保存

石灯籠など日本的装飾への関心
「中国からの陶器 (China)の風景と同じ！」

「日本の石灯籠や装飾を並べたからといって

日本庭園というわItではない」
(Tachlba ... Pan叫迅¥Vatk!ns,2004,0.,嘔 G叩In、2匹 ）

ヴィクトリア期園芸ジャーナリズムと
「イングリッシュガーデン」の模索

✓wロ ビンソン 「ワイルド・ガーデン」
＝折衷的Wilderness

その地の気候に合った樹木や宿根草、球根

を植栽し、草葉の色合いや質感とともに、
多種立体的に組み合わせ、手入れを減らし
季節ごとに楽しめる庭

➔ 海外の植物を積極的に「自然に見えるよう
に」植栽
※球根，宿根草の活用
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「英国の庭」の発明

✓宿根草を用いた色彩的配置
✓郷愁

✓ 「実践」としての園芸

急速な工業化や都市化に対す

る田園回帰、そして帝国主義
的イデオロギーに対する英国

らしさの追求が庭という空間
を舞台に提起

Aり＇炉 m ,(Wi頃心iaより転載）
ポーダーガーデンのイメージ

丈の低い草から奥に日かって高い草

とな'J.四季折々に彩りを膏えた花
が咲<i11となっている
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1912年国際園芸博覧会 チェルシー・フラワー・ ショー
(1913) 

✓ チェルシー：王立病院敷地
✓ マルキー下の大規模展示 ・敷地を現状復帰
✓ 日本はじめ．西欧諸国も参加
✓ ロックガーデンなどのモデルガーデン人気

・数週間前からの準備と撤去
・モデルガーデン人気

当時の新閉記者の視点

• `  i,、
? `’・・ • 

~-···7P彎［一
P :苓..、̀  •3必はI J!. ・
,;: ・̀.、今．‘:．、北，II.“n

、:.Ji...,;.・ .̀.., 
遠—:1 0‘≫ 

観勺如ミふ・―云

✓ 園芸という趣味の定着
あらゆる階級にとっての「合理的趣味」

1913年に111品されたモデルガーデン
会綱が終われば謙去される
英1l11王立Ill芸協会リンドレ｛図書館畿

「労働者が耕作可能な庭園を郊外に手に入れ、最大限活用可能(LondonDaily 
News 1913.5.14)」
「（高額な）入園料の設定が混雑を避けられていない(AberdeenPress and 
Journal, 1913.05.21)」
「誰もがこの庭を自宅に再現可能(LondonDaily News 1913.5.21)」

✓ ディスプレイヘの着目 （フラヌール的、スペクタクル的）
どの楢物も魃力的で、描写するのに丙ってし去う。形。色、どれをとっても素靖らしい。パラの花

は無数にあるように屍える。滝のように咲き酵仏 委りの良いパラの茂みはまるで万華競のように
美しい。自らの直みで垂れ下がる真紅のつるパラ。こうしたバラだけでもロンドン中の人びとを誘
屈するのに、戸感うぽどの美しさを拝つカーネーションや、驚くぽどのチューリップもある。（中

略）アジサイの履示もきわめて美しく、大量に殷示されることで素晴らしい効栗を上げている。券常

に繊細なピンク、多様なグルー、そしてゴージャスな赤、堂々とした紫などが、アーティストでな
ければ決して表現できないかたちで晃事に配置されている (PallMall Gazette, 1913.05.19)。



170

英国の庭園 ：グローバルとローカル

✓ 政治的空間としての大陸型整形庭園

✓ それに対抗する形での街示的消費としての18世紀英国風景庭園

✓ 帝国の支配力を表象するガーデネスク様式

✓ 田園への郷愁と英国らしさの追求としてのイングリッシュ・ガーデン
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園芸のある暮らしと花博の始まり   

英国の庭圏 ：政治的空間と市民の実践空間

✓ 政治的空間として大規模庭園

✓ 「市民」の庭という思想と実践

✓ 表象と消費の「モデル庭園」

「シミュラークル」 としての庭
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